
2012年  度日本リスク研究学会奨励賞　
有機化学物質研究領域　永井孝志 主任研究員
　日本リスク研究学会は、防災、医療、公衆衛生、安全、公害、環境汚染などのリスク問題を個別
の学問分野（自然科学、医学、工学、社会科学など）を越えて学際的に、かつ国際的な視野を
もって取り扱おうとする学会です。永井研究員は、化学物質が生態系へ与えるリスクの評価に確
率論的評価を取り入れ、生物多様性への影響を「影響を受ける種の割合」という指標を用いて
定量化した研究が評価され、受賞しました。

平成24年度（第5回）  農環研若手研究者奨励賞
　この賞は、研究所内の若手研究者の活性化を図るため、(独)農業環境技術研究所に勤務する40歳以下の研究
職職員および農環研特別研究員（いわゆるポスドク）の中から、とくに優れた業績をあげた者を表彰するものです。

職員の部：
生物多様性研究領域　加茂綱嗣 主任研究員
　生理活性物質（他の生物に何らかの
影響を与える化合物）を植物から単離
し、その化学構造を明らかにする研究を
行うなかで、肥料や農薬として長く利用
されてきた合成化合物であるシアナミドが、実は植物
中でも作られていることを明らかにしました。

生態系計測研究領域　坂本利弘 主任研究員
　食料の大半を海外に依存する日本に
とって、衛星観測データは、海外の農作
物の生育状況をいち早く知るための重
要な情報源です。受賞者は、高頻度観測
衛星データ(MODIS)を用いて、アメリカの飼料トウモ
ロコシについて、郡ごとの単位収量を広域で精度良く
推定する手法を開発しました。

農業環境インベントリーセンター　
高田裕介 研究員
　デジタル農耕地土壌図の整備更新を
進め、インターネット上で公開すること
で、土壌情報の利活用を促進しました。
また、この土壌図を活用して、農地土壌
中の放射性物質濃度の分布図を作成することで、国
や地方自治体の汚染対策や農地除染計画の策定に大
きく貢献しました。

特別研究員の部：物質循環研究領域　
内田義崇　特別研究員（現：北海道大学）
　一酸化二窒素（亜酸化窒素：N2O）は
温室効果ガスであり、農耕地はN2Oの
最大の人為的発生源です。受賞者らは
東北大学と共同で、世界で初めて微生
物を用いたN2Oの削減法を開発し、ダイズ根粒菌を用
いて圃場レベルでのN2O削減効果を実証しました。

報  告

農環研ニュース　No. 98  2013.3

11

NIAES トピックス

受賞報告

　2月25日（月）、つくば国際会議場で上記の研究会

を開催し、約80名が参加しました。研究会は、科学技

術振興機構バイオサイエンスデータベースセンター

（NBDC）の高木 副センター長の基調講演の後、国立

遺伝学研究所の菅原教授の司会により、農業環境技

術研究所の5人から、環境データベースの統合の現状、

研究所が取り組んできたデータベースの横断的活用

法、さらには現在進めているデータベース統合の概要

を紹介しました。また、最新のIT技術を活用して開発

中の情報発信システムのデモを行い、参加者に「デー

タベースの統合」を実感していただきました。

　総合討論では、発信した情報がどのように利用され

ているかを確認する方法など、公開にともなう課題に

ついて情報交換がなされました。　　

（農業環境インベントリーセンター長 　對馬 誠也）

第3回  農業環境インベントリー研究会
農業環境情報の統合データベース構築

報  告

農業環境インベントリー研究会恒例の
土壌・昆虫・微生物標本の展示と研究紹介


